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当ファンドは、2023年２月18日付で信託期間を５年更新し「2028年11月17日まで」に変更予定です。 

 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型）」は、2022年11月18日に第14期の決算を行ないま
したので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2008年11月12日から2023年11月20日までです。 

運 用 方 針 
主として「世界高配当株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託財産の

成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド 

（ 資 産 成 長 型 ） 
「世界高配当株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界高配当株式マザーファンド 世界各国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド 

（ 資 産 成 長 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産ヘの実質投資割合には、制限を設けません。 

世界高配当株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

お 知 ら せ 

＜452750＞ 

日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

第14期（決算日 2022年11月18日） 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCIワールドインデックス 
(円ヘッジなし・円ベース) 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

10期(2018年11月19日) 24,821 20 △ 0.6 259.07 0.4 95.7 1,025 

11期(2019年11月18日) 26,298 20 6.0 280.99 8.5 95.7 1,265 

12期(2020年11月18日) 24,704 20 △ 6.0 301.22 7.2 96.1 698 

13期(2021年11月18日) 31,444 20 27.4 416.00 38.1 95.6 662 

14期(2022年11月18日) 35,130 20 11.8 419.30 0.8 95.5 928 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） ｢MSCIワールドインデックス」は、「MSCI Inc.」が発表している、世界の主要国の株式市場の合成パフォーマンスを表す指数です。同指

数の(円ヘッジなし・円ベース)とは、現地通貨ベースの指数を円換算したものです。なお、設定時を100として2022年11月18日現在知り
えた情報に基づいて指数化しています。 

    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

M S C I ワールドインデックス 
( 円 ヘ ッ ジな し ・円 ベー ス ) 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2021年11月18日 31,444 － 416.00 － 95.6 

11月末 30,693 △ 2.4 406.10 △2.4 95.7 

12月末 32,610 3.7 422.04 1.5 96.3 

2022年１月末 32,098 2.1 392.46 △5.7 96.1 

２月末 31,532 0.3 389.52 △6.4 95.9 

３月末 34,673 10.3 428.70 3.1 96.0 

４月末 34,278 9.0 409.21 △1.6 95.1 

５月末 34,780 10.6 408.20 △1.9 96.0 

６月末 33,894 7.8 398.01 △4.3 95.9 

７月末 33,799 7.5 412.60 △0.8 95.8 

８月末 33,368 6.1 414.81 △0.3 95.6 

９月末 31,803 1.1 393.33 △5.4 95.6 

10月末 35,117 11.7 429.49 3.2 95.6 

(期  末)      

2022年11月18日 35,150 11.8 419.30 0.8 95.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびMSCIワールドインデックス（円ヘッジなし・円ベース）は、期首（2021年11月18日）の値が基準価額と同

一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） MSCIワールドインデックス（円ヘッジなし・円ベース）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界各国の株式に実質的に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長

をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・予想を上回る主要企業の好調な企業決算（主に期間の前半）。 

・アメリカドルに対して大幅な円安となったこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・世界中のインフレ率上昇により、主要な中央銀行による積極的な金利引き上げが実施されたこと。 

・ロシアによるウクライナ侵攻や中国と台湾との間の緊張の高まりなど、地政学的リスクが高まったこと。 

  

期中の基準価額等の推移 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

 

（株式市況） 

期間の前半、先進国株式市場は概ね下落基調で推移しました。2021年11月下旬以降は、新型コロナウイルス

の新たな変異株への警戒感の高まりなどから株価が下落する場面がありました。2022年に入ると米国におい

てインフレ懸念や長期金利上昇への不安が強まったことや、ロシアによるウクライナ侵攻開始などから投資

家のリスク回避姿勢が強まったことを背景に株価は下落しました。その後も米国の長期金利上昇や中国の新

型コロナウイルスによるロックダウン（都市封鎖）、ロシアに対する経済制裁などにより下落基調が続きました。 

期間の後半、先進国株式市場は乱高下しながらも概ねボックス圏内で推移しました。過去６ヵ月間で世界中

のインフレ率は非常に高いレベルに達し、消費者の可処分所得に悪影響を及ぼしたことで株式市場も影響を

受けました。予想をやや上回る米国企業の決算発表を受けて株価が上昇する局面もありましたが、８月に開催

されたジャクソンホール会議において複数の欧州中央銀行（ＥＣＢ）高官がインフレ抑制のため金融引き締め

を強化する姿勢を示したことを受けて、ＥＣＢの大幅な利上げ観測が強まったことや、米国連邦準備制度理事

会（ＦＲＢ）議長がインフレ抑制を優先し利上げを継続する姿勢を強調したことなどを受けて、金融引き締め

の長期化観測が強まり米国景気の悪化が懸念されたことなどから、株価は下落しました。一方で、足元では利

上げペース鈍化への期待が強まったことなどから、株価は上昇しています。 

 
（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界高配当株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 
（世界高配当株式マザーファンド） 

世界の株式市場を対象に、配当利回りが高く、増配や株価上昇が見込める優良銘柄に投資を行ないました。

地域別では、魅力的な配当が見込める欧州を引き続き積極姿勢とし、日本以外のアジア太平洋地域を若干の消

極姿勢としました。投資妙味に欠け、控えめな配当の北米と日本については消極姿勢を維持しています。 

業種配分としては、配当利回りが高く配当の質が高い金融セクターなどを積極姿勢とし、配当利回りが低い

コミュニケーション・サービスセクターや一般消費財・サービスセクターなどを消極姿勢としました。個別銘

柄では、ポートフォリオストラテジーに沿って当期間を通じて幅広いセクターで銘柄入替などを行いました。

また生活必需品セクターなどにおいて一部の銘柄に積極姿勢で臨みました。 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第14期 

2021年11月19日～ 
2022年11月18日 

当期分配金 20  

(対基準価額比率) 0.057％ 

 当期の収益 20  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 25,129   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） MSCIワールドインデックス（円ヘッジなし・円ベース）は当ファ

ンドの参考指数です。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界高配当株式マザーファンド」受益証券を原則として高位に組

み入れて運用を行ないます。 

 

（世界高配当株式マザーファンド） 

世界の株式に対して消極姿勢としています。経済成長率の低迷、高インフレおよび金融引き締めという逆風

の組み合わせは、株式に対する圧力となり継続されることが見込まれます。欧州はリセッション（景気後退）

入りするとみられ、米国は経済成長率が大幅に低迷し、リセッション・リスクが高まると予想されます。また

中国はグロース・リセッションの状態にあります。 

同時に、高インフレが各国中央銀行の方針変更の壁になると考えます。株価の2022年の年初来の下落が概

ね、実質利回りの大幅な上昇によるリプライシングを示している一方、循環的な下降局面が続いているため

に、決算への大きな失望が次の下落のきっかけになる可能性があります。アナリストの業績予想は楽観的過ぎ

るようにみえ、悪化した事業環境を依然として反映していません。当ファンドでは「富の維持」の必要性を強

調しており、短期的な上値を追うよりも慎重な姿勢を好ましく思っています。従って当ファンドは、株式に対

する見方を消極姿勢としています。 

ますます厳しくなる世界の株式市場を取り巻く環境を勘案すると、短期的には株式市場のリターンは振る

わないことが見込まれます。その一方で、持続可能な高い配当利回りがトータルリターンの相当部分を占める

公算が大きく、高配当利回りに投資する戦略を魅力的にするとみています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 402  1.210  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (216)  (0.649)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (164)  (0.495)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 22)  (0.066)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 11   0.033   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 11)  (0.033)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 11   0.032   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 11)  (0.032)   

（d） そ の 他 費 用 44   0.131   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 10)  (0.030)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 31)  (0.092)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 468   1.406    

期中の平均基準価額は、33,220円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.35％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界高配当株式マザーファンド 97,986 338,434 49,661 173,920 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 

項 目 
当 期 

世界高配当株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 13,912,643千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 19,549,103千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.71   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○組入資産の明細 (2022年11月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界高配当株式マザーファンド 201,294 249,619 905,395 
 
（注） 親投資信託の2022年11月18日現在の受益権総口数は、5,562,935千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界高配当株式マザーファンド 905,395 96.8 

コール・ローン等、その他 29,508 3.2 

投資信託財産総額 934,903 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界高配当株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,883,742千円）の投資信託財産総額（20,267,276千円）に

対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=140.29円、1カナダド

ル=105.38円、1ユーロ=145.52円、1イギリスポンド=166.86円、1スイスフラン=147.39円、1スウェーデンクローナ=13.25円、1ノルウェー

クローネ=13.90円、1デンマーククローネ=19.56円、1オーストラリアドル=93.97円、1ニュージーランドドル=86.08円、1香港ドル=17.93

円、1シンガポールドル=102.19円。 

 

 

親投資信託残高 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 934,903,363   

 コール・ローン等 29,507,673   

 世界高配当株式マザーファンド(評価額) 905,395,690   

(B) 負債 6,336,820   

 未払収益分配金 528,653   

 未払解約金 65,789   

 未払信託報酬 5,038,364   

 未払利息 54   

 その他未払費用 703,960   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 928,566,543   

 元本 264,326,609   

 次期繰越損益金 664,239,934   

(D) 受益権総口数 264,326,609口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 35,130円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は210,614,530円、期中追加設定元本

額は114,933,927円、期中一部解約元本額は61,221,848円です。

（注） １口当たり純資産額は3.5130円です。 
 

○損益の状況 (2021年11月19日～2022年11月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,688   

 支払利息 △      4,688   

(B) 有価証券売買損益 83,325,790   

 売買益 95,722,241   

 売買損 △ 12,396,451   

(C) 信託報酬等 △  9,818,303   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 73,502,799   

(E) 前期繰越損益金 138,480,157   

(F) 追加信託差損益金 452,785,631   

 (配当等相当額) (  388,317,987)  

 (売買損益相当額) (   64,467,644)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 664,768,587   

(H) 収益分配金 △    528,653   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 664,239,934   

 追加信託差損益金 452,785,631   

 (配当等相当額) (  388,910,278)  

 (売買損益相当額) (   63,875,353)  

 分配準備積立金 211,454,303   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2021年11月19日～2022

年11月18日の期間に当ファンドが負担した費用は2,480,053円

です。  
（注）分配金の計算過程（2021年11月19日～2022年11月18日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年11月19日～ 
2022年11月18日 

a. 配当等収益(経費控除後) 23,231,855円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 50,270,944円 

c. 信託約款に定める収益調整金 452,785,631円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 138,480,157円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 664,768,587円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 25,149円 

g. 分配金 528,653円 

h. 分配金(１万口当たり) 20円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興・ＣＳ世界高配当株式ファンド（資産成長型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年11月19日から2022年11月18日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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